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	開発時期
	

	対象とするライフサイクルの段階
	
	別紙より該当する項目の番号を選択し記述してください（複数選択可）

	対象とする環境影響要因
	
	

	環境影響に対する評価項目
	
	

	貴機関が利用した評価手法
	　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　）
	

	環境負荷低減技術の概要

	（要点のみをお書きください．詳細に記述いただける場合には，調査シート（３）にご記入をお願いします）

	環境影響に対する貴機関の評価結果

	（要点のみをお書きください．比較対象とされた既存技術がある場合には，既存技術の評価結果も併記ください．詳細に記述いただける場合には，調査シート（４）にご記入をお願いします）

	問合せ先
	


環境負荷低減技術調査シート（２）

	この技術は法規制と関わりますか？関わる場合には，その法規類の名称と適合性について記述ください

	

	この技術の普及度合いを以下から選択ください

	□ 施工実績がある（以下に施工実績をご記入ください）
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□ 試験施工を実施した（以下に施工実績をご記入ください）

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□ 開発段階である

	この技術を発表された関連文献がありましたら，記入ください

	

	この技術の普及に対する阻害要因がありますか？あると思われる場合には，それを記述ください（ここに記述された内容は内部資料として処理し，この技術に関するものとはわからないようにいたします）

	

	以下について該当がありましたら，記号・番号等を記入ください

	NETIS登録：
特許（実用新案）登録：
その他（グリーン調達品目指定・エコマーク・エコリーフなど）：


環境負荷低減技術調査シート（３）

	環境負荷低減技術の詳細

	


環境負荷低減技術調査シート（４）

	環境影響に対する貴機関の評価結果（詳細）

	


環境負荷低減技術調査シート（別紙）

対象とするライフサイクルの段階，対象とする環境影響要因，環境影響に対する評価項目，貴機関が使用した評価手法につきましては，以下より番号を選んで記入ください（複数選択可）．


対象とするライフサイクルの段階

設計段階

環境影響の評価段階　　　　１

材料製造段階
セメント製造段階　　　　　２

骨材製造段階　　　　　　　３

化学混和剤製造段階　　　　４

混和材製造段階　　　　　　５

鉄筋製造段階　　　　　　　６

型枠製造段階　　　　　　　７

コンクリート製造段階　　　８

リサイクル材使用段階　　　９

施工段階　　　　　　　　　　１０

供用段階　　　　　　　　　　１１

維持保全段階　　　　　　　　１２
コンクリートの解体・処理段階

解体段階　　　　　　　　１３
再生処理段階　　　　　　１４
廃棄処理段階　　　　　　１５
その他（長寿命化，環境性能向上技術等）１６
対象とする環境影響要因

地球温暖化　　　　　　　　　　１

オゾン層破壊　　　　　　　　　２

酸性化　　　　　　　　　　　　３

天然資源枯渇　　　　　　　　　４

大気汚染　　　　　　　　　　　５

水質汚染　　　　　　　　　　　６

土壌汚染　　　　　　　　　　　７

騒　音　　　　　　　　　　　　８

振　動　　　　　　　　　　　　９

粉　塵　　　　　　　　　　　１０

空気質汚染　　　　　　　　　１１

最終処分　　　　　　　　　　１２

その他　　　　　　　　　　　１３

※リサイクルに関しては，天然資源枯渇と最終処分の両者を選択してください
環境影響に対する評価項目

エネルギー消費量　　　　　　　１

CO2排出量 　　　　　　　　　　２

NOx排出量 　　　　　　　　　　３

SOx排出量 　　　　　　　　　　４

ばいじん排出量　　　　　　　　５

廃棄物発生量　　　　　　　　　６

資源リサイクル量　　　　　　　７

その他　　　　　　　　　　　　８

※その他（８）の場合には，具体的な評価項目の内容を記入ください．

貴機関が利用した評価手法

積上げ法　　　　　　　　　　　１
産業連関法　　　　　　　　　　２
LIME　　　　　　　　　　　　　３
CASBEE　　　　　　　　　　　　４
その他　　　　　　　　　　　　５
※その他（５）の場合には，具体的な評価手法名を記入ください．また，評価ツールを利用の場合には，カッコ内にバージョンを記入ください．

